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2 Ep- 8　　　　　明治期の編娼傘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山村　明子（一宮女子短大）

目的：日本での洋装化の一事象として指摘されている洋傘の導入及び普及について取り上

げ、洋傘に託した明治期の庶民の服飾感情を考察する。
方法：当時の風俗を記した「東京風俗志」を始めとする資料から、洋傘の流行の様相を検

証する。さらに染織品、服飾品の遺品の中からデザイン化された洋傘を収集し、日本人の

洋傘意匠への志向を考える。
結果：欧米のparasol, umbrellaは日本に紹介されて、涼傘（ひがさ）、短編傘（こうもり

かさ）の俗名でよばれた。しかし慶応３年の「武江年表」の中には西洋の傘を「和俗短m

傘といふ、但し、晴雨ともに用ふなり」との一節があることから、煽編傘の呼称の方がよ

り総括的であったと思われる。

　デザインは明治期を通して華美、多彩となったことが、『男持には甲斐絹・綾甲斐絹・

綾毛嬬子・瓦斯・紋毛総子等を用ひ、盛夏には白の絢緞張最も行はる。婦人持は、三四年

来、令嬢形（一に美人傘）と称して、深張を好むで、用ひ、その奢りなるは琥珀・緞子・
統を以て張れり。・・」（「東京風俗志」）などから読み取れた。西洋では淑女の装いの

仕上げとしてパラソルは認識されていたのに対して、日本では男性及び男児にも日除けと

して用いられていたことは特徴的である。
　同時代の庶民の日常染織品としての木綿模様型染裂・絣裂に、また唇の細工に洋傘のデ

ザインが見られた。これらは文明開化の風俗を伝えるデザインといわれている。だが伝統
的な唐傘文様の表現に馴染みをもつ日本ではその図像的好みを考慮すべきと考えた。

2EP－9 現代風俗考

　○岩崎雅美
　(奈良女大)

一割烹着の歴史的な役割についてー

　目的　今日の服装の中で風俗として定着している割烹着について、その歴史的な経過や

女性の生き方との関連について明らかにする。
　方法　明治期から昭和期の婦人雑誌、学校や大学の記念誌、記録用・報道用の写真など

を主たる資料とした。
　結果　明治3 0年代東京で割烹店は茶屋、あるいはお茶屋と称され、季節の料理品を売
る店であった。白地キャラコの割烹着の出現については数説あるが、袖無し、襟無しの当

時の西洋前掛に広い袖を付けた形である。
　明治3 0年代末頃から女医学校の教師や生徒が手術演習をする時、女髪結いの仕事着、

薬学生の実験着、製薬所の仕事着などにみられる。当時の衛生思想の普及に合わせた清潔
さを求める実験実習の衣服であった。ゆえに「白き服」などと呼ばれている。
　一方大正初期から女学校や師範学校の教科書に、F割烹前掛」、「割烹用前掛」という名
称で形や作り方が掲載されるようになり、中には「割烹服」という付属品の前掛よりも少
し重い扱いの呼称もみられる。明治期の日本人は人前や客の接待には前掛や被り物をはず

す礼儀、習慣をもっていたが、西洋前掛や事務服など新しい衣服の出現により、その意識
に変化が起こっている。
　昭和６年の満州事変後、大阪の主婦が台所着で兵士への奉仕を行ったことから、白エプ

ロンが外でも用いられ、「女中の服」といわれながらも大日本国防婦人会の制服にまで昂
揚した。
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